
実　績

％ 達成率 98 106

3,841 3,610

無

無

文書の作成・パトロール車の
使用

規制を受ける環境法令等

緊急事態

⑦
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

危機管理担当参事　須田　春男評価日 H28.8.19 評価者職氏名

⑤
成
果

　 項目名 項目説明

成果指標 市内の犯罪発生件数
警察の犯罪認知件数（暦年）
（目標値：前年実績）

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

④
実
績

項目名 項目説明

団体活動実績

青色回転灯装着パトロール
車によるパトロール

実施回数

防犯街頭キャンペーン 実施回数

現状維持 縮小 終了

H28見込み 将来目標

200200

4,276

4,000

（（ 人）

目標値 3,777

10,149

人）

団体の活動費の総額 4,011

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

回

4,011

所沢市防犯のまちづくり市
民大会

6 6

回

≪会計種別≫

補助金支出額予算現額 4,000

③
経
　
　
　
費

一般会計 平成

補助額決算　（見込み含む）

（

団体における実施
事業の概要

単位

団体への加盟数

補助開始の背景

11
支部

分野別計画・指針

総合計画の体系 章 安心・安全

関連・類似事業

年度 →開始年度 昭和　52

事業コード
防犯協会交付金

平成 28

030211

①事務事業名 部課コード 030200 ℡ 2998-9399

年度事務事業評価表（団体運営費補助用）　　　　　
担
当
部
課終了年度 年度

危機管理課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 防犯対策室

根拠法令 所沢市防犯協会交付金交付要綱

暴力団排除推進協議会交付金、犯罪被害者支援推進協議会補助金

基本
方針

4,000

26 年度 （千円）

①地域安全活動推進週間にあわせ、市内主要駅等において街頭キャンペーンを実施する。
②所沢市防犯のまちづくり市民大会を開催し、功労者、功労団体を表彰する。
③青色回転灯装着パトロール車によるパトロールを実施する。
④地域安全ニュースを発行し、防犯情報を提供する。

平成 27 年度

防犯のまちづくりの推進防犯節

団体活動の自主性
自主性は
高い

ある程度
自主的である

自主性は
低い

実施回数

人）

社会環境の変化により、犯罪の種類も多様化、複雑化しているなか、行政（市役所・警察）だけではなく、地域における市民レベルの防犯活動
や組織の充実を図る必要から、防犯協会が設立され、当該組織への支援と防犯対策への意識の高揚を図る必要があった。

5

1 1

20%以下

26

193 201

Ｈ

11

将来目標

「実績」
縮小図る

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

3,610

（千円）28 年度

5回

単位 Ｈ 26

単位

件

②
事
　
業
　
の
　
内
　
容

補助の目的（どのよ
うな効果を目指して
いるか）

市民の防犯に対する意識を高め、犯罪を起こさせにくい地域環境づくりを推進することにより、犯罪の発生を未然に防止し、安全で安心なまち
づくりを推進する。

Ｈ

（千円） 平成

27

市内の犯罪発生件数は減少しているが、振り込め詐欺や自転車盗などの犯罪件数については増加傾向にあり、今後も犯罪を起こさせにくい安心・安全なまち
づくりのために、地域を見守る目を増やしていくとともに広報など啓発活動にも努めていきたい。

61%～80% 41%～60% 21%～40%

人 6,279 0.71人

（ 人）

⑥
評
　
　
　
　
価

評
価
項
目

事業費に占める補助金の割合 81%以上

補助の方向性 拡大

評
価
理
由

事業費合計 10,279

正規職員人件費 0.72 6,149

4,000

27Ｈ

H28目標値

3,841

4,000


